
文化のみちイベントニュース ４月号
「文化のみちイベントニュース」では、文化のみちエリアにある施設 

のイベント情報をお届けします。 

みなさんお誘いあわせのうえ、ぜひお出かけください。 

※掲載されているイベント等については、新型コロナウイルスの感染拡大等

の影響により、中止や変更となる場合がありますので、予めご了承ください。 

令和３年
Ｖoｌ．94

お問い合わせ先

開館時間  午前 10 時～午後５時 
休 館 日  月曜日（祝日の場合は直後の平日） 
      年末年始（12 月 29 日～１月３日） 
入 館 料   大人 200 円、名古屋市敬老手帳 100 円 
      中学生以下は無料、 共通観覧券 320 円 

○文化のみち二葉館
電話/FAX 936-3836 

○文化のみち橦木館
電話 939-2850 
FAX 939-2851 

文化のみち二葉館          

名古屋城から徳川園に至る一帯は名古屋の近代化の歩みを伝え

る歴史的な遺産の宝庫であることから、「文化のみち」として、

建築遺産の保存・活用が進められています。

「文化のみち」について

文化のみち橦木館 

深ぼり講座 
「白壁・主税・橦木地区―住人と

共同作業のまちづくり」 

★4/24(土) 13：30～15：00 

講師：牛田 信彦 
（㈱クリエイティブサン代表取締役） 

なごや折り紙建築展 
★4/23(金)～5/9（日） 
※最終日は 15：00 まで 

文化のみちや、この地方の有名な建物の

ペーパークラフトが手のひらの上で立体

の建物に変化します。変化する様子をご

自分でお楽しみいただけます。 

広がり講座 
「名古屋城下町碁盤割の資産を活か

して都心の魅力をどう高めるか」 

★5/1(土) 13：30～15：00 

講師：井澤 知旦 
（名古屋学院大学現代社会学部教授） 

定  員：各回先着 20 名      

申込方法：4/11（日）10：00～同館に電話申込 

親子で楽しむ絵本読み聞かせ 
★4/11(日) 10：30～11：30 

紙芝居、てあそび、わらべうたなど 

表現豊かに繰り広げられる読み聞かせ

で、親子そろってステキな絵本の世界

をお楽しみください。 

同時開催「あいちのたてもの博覧会」
愛知県の登録有形文化財として今も大切に維持管理している貴重な建物の歴史や資料、

写真などのパネル展示をします。 

（裏面へつづく） 



遊びに来てね！
名古屋市観光文化交流局 

歴史まちづくり推進室 
電話 ９７２－２７７９

発 行

※施設にお越しの際は、公共交通機関をご利用下さい。 

徳川美術館・蓬左文庫 

企画展「尾張の百科事典－御秘本『張州雑志』－」

★2 月 6 日(土)～4 月 4 日(日) 

尾張藩で「御秘本」として扱われた地誌『張州雑志』

に描かれた宝物・動植物・風俗等の色鮮やかな記録画

から、江戸時代の尾張の世界を紹介します。 
張州雑志 巻 72 津島天王祭図 

(名古屋市蓬左文庫蔵)

特別展「尾張徳川家の雛まつり」 

★2 月 6 日(土)～4 月 4 日(日) 

尾張徳川家の御三家筆頭の名にふさわしい質の高い 

雛人形や雛道具を一堂に展示。 

さらに、明治・大正・昭和の大雛段飾りも圧巻です。 

大名家ならではの豪華で気品ある雛の世界を紹介します。 

開館時間 10:00～17:00 
入 館 料 大人 1,400 円 高大生 700 円 
(共通券) 小中学生 500 円(土曜は小中高生無料)
休 館 日 月曜日(祝日の場合は直後の平日) 
問 合 せ ☎052-935-6262

有職雛

企画展「うるわしき花と鳥」 

★４月１８日(日)～５月３０日(日) 

古から人の心を潤してきた花と鳥。 

四季を表す指標として、また洗練された 

デザインとして花と鳥を写し込んだ絵画や

工芸品を紹介します。 

特別展「刻を描く 田渕俊夫」 

★４月１８日(日)～５月３０日(日) 

日本画家・田渕俊夫は、日本画の美質である装飾性と

精神性を両立させながら創作を続けています。 

田渕俊夫の画業を振り返り、新作や画家自薦の名品を

展示します。 

旅の窓から 刻 （個人蔵）

黄地枝垂桜に尾長鳥文金襴長絹 


